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刊行を待たれていたロシア極束地方の昆虫分類検索のう ち, 第3 巻第3 部がこのほど上梓さ
れて, 甲虫類の部分はいちおう完結した. この本から, “Key to the insects of Russian Far East”と
いう英文の副題がっき, 発行地もゥラジオストクに変わった.
第3部には, カミキリモドキ科(N. B. NIKITsKY), アリモドキ科(G. Sh. LAFER), ツチハンミョ
ウ科(S. 1. AKsENTJEv), カミキリムシ科(A. 1. CHERERANov), マメゾウムシ科(A. B. EGOROV)の5
科とゾウムシ上科の l l 科(A. B. EGoRov, V. 、J. ZHERIKHIN, B. A. KoR()TYAEvおよびG. 0. KRIVOLUTS-
KAYA) が含まれ, 合わせてネジレバネ目の4科(A. S. LELEJ) がまとめられている.  また, 後ろの
3 分の一が3 部を通じての補遺に当てられ, オサムシ科, ゲンゴロウ科,  コガネムシ科などが

扱われているが, なんといつても重要なのは86 べ一 ジを占めるゾウムシ科で, 本 の 63 べ一

ジよりも補選の方が大きい.
注目に値するのは,  ナガヒラタムシ亜日の新科が記載されたことで, 新属新種のSikho-

tealinia zhiltz:ovae LAFERに基づいて, Sikhotealiniidaeと命名された. 佐藤正孝教授とわたしは,
雌の正基準標本のみが知られているこの甲虫を, ウラジオストクで実見したが, ほかにはどこ
もやり場のない奇妙なものだった.  ロシアからは, ナガヒラタムシ亜目の甲虫化石が多数みっ

かってぃるが, それらの絶滅種のなかに,  この新科の類縁関係が求められるかも知れない. 後
翅がよく発達しているので, 北日本のどこかで, 同じ仲間の甲虫が発見される可能性も考えら
れる .
ひとつ残念なのは, この分類検索からハネカクシ類が欠落していることである. ハネカクシ
科を担当できる執筆者がなく,  とくにヒゲブトハネカクシ亜科はほとんど手つかずのまま残さ
れている,  という事情を仄聞したが, 重要な大きい科であるだけに, シリーズが完成するまで
にはだれかの手で補完されることを期待したい.

(上野俊一)


